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◆24年度実施内容

平成13年2月23日にＩＳＯ14001認証取得。

環境マネジメントシステムを機能させるため、各課にＩＳＯ推進員（課長補佐職：課長補佐職

のない課にあっては環境管理責任者が指定した職）を配置し、環境影響の監視及び測定を

行い、各部の実行部門長（部長職）の評価を得る。

これらを検証するため、内部監査員（監査研修を終了した者）は年1回内部監査を行い、こ

の結果を環境管理責任者（環境交通部長）が取りまとめ、環境管理総括者（市長）に報告を

行う。この結果等、第三者機関による外部審査を年１回受け、維持していく。

平成24年度は、23年度と同様に環境影響の監視及び測定などを実施したことに加え、外部

機関による3年に1度の認証更新審査を受け（1/16～1/18）、登録更新された。また、環境

ISO管理システム（SLIMOFFICE）のハードウェア部品の製造中止に伴う新ハードウェアへの

買換えを行った。

市役所が消費者・事業者として、国際規格ＩＳＯ14001による組織の環境配慮に対する環境

マネジメントシステムを導入・維持し、地域を率先垂範する。
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買換えを行った。

◆24年度直接経費の内訳

内部監査員研修講師謝礼（250千円）、旅費（2千円）

環境ISO更新審査手数料（1,300千円）、環境ISO管理システム保守管理委託料（250千円）

業務用備品購入（環境ISO管理システム更新）費（2,982千円）

◆平成25年度直接経費の内訳

環境ISO定期審査手数料（500千円）

環境ISO管理システム保守管理委託料（215千円）

研修講師謝礼等（494千円）
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徹底し、改善しながら努力しているが、目標達成できる方法を更に検討する。
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省エネ法及び温対法の改正に伴い、全市有施設でのエネルギー使用量の把握が必

要となったため、平成21年度から全施設を対象に温室効果ガスの排出量を算出する

ことになり、施設の増設により全体の排出量は目標値を達成できないのが現状。
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の改善案

継続して事業実施し、行政活動における環境保全の配慮をISO推進員を中心に、より

一層推し進めるとともに、環境負荷の低減を図る。
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施施施施

結結結結

果果果果

第二次小牧市環境基本計画の策定及び外部機関による認証更新審査の際の指摘

事項に基づき、環境影響評価の見直しを実施し、更なる職員への環境に対する意識

付けを行う。また、認証更新を含めた今後の事業内容を検討していく。

環境負荷への低減を図っていくためには、継続して事業実施を行うことにより、市職

員はもちろん市民や市内事業者等への啓発効果を発していくことが不可欠なため。
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国際規格ISO14001の外部機関による認証取得であることから、市が事業を廃止する

ことにより、市内事業者や市民に対して、環境配慮に率先垂範している姿が現状より

見えなくなる恐れがある。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

維　持

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

方向性の判定

方向性の判定


